


0

500

1000

1500

2000

2500

2024年度2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度2017年度2016年度



「ピリピリする痛み」や「赤い発疹」が出たら要注意。秋は夏の疲れがたまりやすく、体の抵抗
力も落ちる時期です。抵抗力の低下とともに、免疫力が落ちると出やすい帯状疱疹は、早めの
受診が安心です。今からしっかり備えましょう。

帯状疱疹は、幼少期など過去に水痘(水ぼうそう)にかかった際に、体の中に潜伏した水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化することに
より、神経に沿って体の左右どちらかに帯状に、時に痛みを伴う水泡(水ぶくれ)が出現する病気です。合併症の一つに皮膚の症状
が治った後にも痛みが残る「帯状疱疹後神経痛」があり、日常生活に支障をきたすこともあります。

帯状疱疹は、70歳代で発症する方が最も多いです。帯状疱疹ワクチンを接種することで、帯状疱疹やその合併症を予防することが
できます。伊奈病院では生ワクチンを使用しております。

65歳を迎える方。

60～64歳でヒト免疫不全ウィルス(HIV)による免疫
機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方。

2025年度から2029年度までの5年間の経過措置とし
て、その年度内に70、75、80、85、90、95、100歳と
なる方。

過去に帯状疱疹ワクチンを接種した方は原則対象に
なりません。ただし、医師に再接種が必要と判断され
た場合はこの限りではありません。

2025年4月1日～2026年3月31日

予約制です。受付は平日15:00／15:30です。

ご予約は健康管理センターまでご連絡ください。

健康管理センター
TEL:048-723-6071

接種費用に関しましてはお問い合わせください。



これから訪れる冬は、体に大きな負担をかける季節でもあります。浴室や脱衣所などの急な温度差で起こる
「ヒートショック」は、高齢者にとって命に関わる危険もあります。今からしっかり備えましょう。

室温や気温の急激な変化に伴う血圧などの循環動態の大きな変動、これによって起こる健康被害のことで、特に入浴時に多いと
言われています。脳梗塞や脳出血などの脳血管疾患、心筋梗塞といった重大な病気を発症するリスクがあります。

１．寒い場所へ移動する ２．暖かい場所へ移動する

体温を逃がさないように血管が収縮し、血圧が上昇します。 体を温めようとして血管が拡張し、血圧が急降下します。

この急激な血圧の変化により、一時的に脳内に血液が回らない貧血状態になり一過性の意識障害を起こすことがあります。
これが、重大な病気を引き起こすきっかけとなるのです。

入浴前から脱衣所や浴室を暖房器具で暖めるなどの対策が有効です。また、お湯を張った浴槽のフタを開けておくと浴室も
暖めることができます。

お湯の温度が高かったり、長湯をするとその分体温も急激に変化します。適切な湯温とお湯につかる時間に注意しましょう。

血圧の低下、身体の反応の低下を引き起こすリスクがあるので、入浴後がおすすめです。

家族は高齢者が入浴していることを気にかけておき、何か異変を感じたら声をかけるようにしましょう。
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診療時間 月 火

9:00～12:00

14:30～18:00

水 木 金 土 日



健康保険証の新規発行は、2024年12月2日で終了しました。今後はマイナンバーカードを使った「マイナ保
険証」へと切り替わります。今回は「どう使うの？」「従来の保険証は？」など、皆さまからよくいただく質問を
まとめました。
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【講師】
リハビリテーション技術科　係長
山本　泰弘

【場所】
ポーライト（株）本社
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